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「
音
楽
の
起
源
と
発
展
に
つ
い
て
」

カ
イ
・
シ
ャ
プ
ラ
ー
ム
著

長

島

史

恵
訳

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー
ニ
ーC

h
arles B

u
rn

ey

は
、『
一
般
音
楽
史A

 

G
en

eral H
isto

ry o
f M

u
sic

』（
一
七
八
九
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

　

一
六
世
紀
﹇
…
﹈
イ
タ
リ
ア
の
高
名
な
音
楽
理
論
家
の
多
く
は
、

音
階
の
複
雑
な
分
割
と
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ゲ
ノ
ス
の
観
念
的
な
追
求

の
た
め
に
彼
ら
の
人
生
を
費
や
し
た
。
そ
れ
は
理
論
家
だ
け
に
限
ら

れ
た
も
の
で
な
く
、
深
い
知
識
と
秀
で
た
洞
察
力
に
よ
っ
て
世
間
を

驚
か
せ
よ
う
と
目
論
ん
だ
実
践
的
な
音
楽
家
に
も
広
ま
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
彼
ら
は
自
分
自
身
と
、
彼
ら
が
専
門
と
す
る
芸
術
に
よ
り
有
用

に
時
間
を
使
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
。﹇
…
﹈
こ
れ
ら
の
無
益
な
探

求
は
、
確
実
に
近
代
の
音
楽
の
発
展
を
遅
ら
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
公

刊
さ
れ
た
論
文
や
専
門
書
で
、
ギ
リ
シ
ア
の
理
論
家
た
ち
に
由
来
す

る
円
、
円
の
弧
、
図
表
、
分
類
、
再
分
類
、
微
小
音
程
、
旋
法
、
属
、

類
と
専
門
用
語
、
そ
し
て
今
で
は
理
解
不
能
で
役
に
立
た
な
い
ボ
エ

テ
ィ
ウ
ス
の
ジ
ャ
ー
ゴ
ン
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
音
楽
の
状
況
に
関
す
る
章
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ

て
い
る
こ
の
一
節
に
お
い
て
、
バ
ー
ニ
ー
は
一
六
〇
〇
年
以
前
の
音
楽
理

論
と
彼
の
時
代
の
そ
れ
で
は
、
―
と
り
わ
け
―
実
用
性
と
方
法
論
の

点
で
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
事
を
強
調
し
た
。
バ
ー
ニ
ー
に
と
っ
て
は
、

ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノV

icen
tin

o

、
ガ
フ
ー
リG

affu
riu

s

、
ツ
ァ
ル

リ
ー
ノZ

arlin
o

と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
理
論
家
に
よ
る
、「
意
欲
的
」
だ

が
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
取
り
組
み
全
て
は
過
去
の
物
で
あ
り
、
発
展
史
と

し
て
の
彼
の
音
楽
通
史
で
言
及
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

	

―
一
六
〇
〇
年
以
前
の
音
楽
史
記
述
に
お
け
る
諸
問
題
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こ
う
し
た
「
理
解
不
能
で
役
に
立
た
な
い
」
昔
の
イ
タ
リ
ア
の
音
楽
理

論
家
た
ち
の
試
み
に
対
す
る
バ
ー
ニ
ー
の
批
判
的
意
見
は
、
初
期
の
歴

史
記
述
の
重
要
性
や
影
響
力
を
低
い
と
み
な
す
、
今
日
の
見
解
と
も
合

致
す
る
。
バ
ー
ニ
ー
と
同
様
に
、
一
八
世
紀
末
の
「
近
代
的
な
」
音
楽

史
の
最
初
の
重
要
な
著
述
者
と
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
スJo

h
n
 

H
aw

k
in

s

、
ヨ
ハ
ン
・
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ルJo

h
an

n
 N

ik
o
lau

s 

Fo
rk

el

や
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ゲ
ル
ベ
ル
トM

artin
 G

erb
ert

も
、
合
理
的
、

客
観
的
、
実
際
的
な
方
法
論
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

彼
ら
以
前
の
歴
史
編
纂
を
批
判
し
て
い
る
。

様
々
な
分
野
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
科
学
的
啓
蒙
主
義
の
流
れ
の
中
で
、

こ
れ
ら
全
て
の
要
素
が
新
し
い
規
範
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ニ
ー
た

ち
は
、
中
世
や
近
代
初
期
の
理
論
書
の
論
考
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
神
話
、

聖
書
や
言
い
伝
え
に
基
づ
く
音
楽
の
起
源
と
発
展
の
説
明
を
、
非
科
学
的

で
あ
る
と
疑
問
視
し
た
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
ユ
バ
ル
、
オ
ル
フ
ェ
ウ

ス
、
レ
ス
ボ
ス
島
の
ア
リ
オ
ン
と
い
っ
た
、
伝
統
的
な
一
連
の
「
音
楽
の

創
始
者
た
ち
」
が
登
場
す
る
一
六
〇
〇
年
以
前
の
歴
史
記
述
は
、「
近
代

的
」
な
音
楽
史
の
一
貫
し
た
方
針
に
組
み
込
ま
れ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
近
の
音
楽
の
歴
史
記
述
文
献
を
考
え
て
み
て
も
、
バ
ー
ニ
ー
の
判

断
は
今
で
も
生
き
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、『
音
楽
の
歴
史
と
現
在

M
u
sik

 in
 G

esch
ich

te u
n
d
 G

egen
w

art

』（
一
九
九
七
年
）
に
収
め

ら
れ
た
ゲ
オ
ル
ク
・
ク
ネ
ー
プ
ラ
ーG

eo
rg K

n
ep

ler

に
よ
る
「
音
楽
の

歴
史
記
述
」
の
項
目
は
、
一
六
〇
〇
年
以
前
に
見
ら
れ
た
音
楽
史
の
体
系

化
の
試
み
を
完
全
に
な
お
ざ
り
に
し
て
い
る
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ゲ
ル
ベ

ル
ト
、
バ
ー
ニ
ー
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
な
ど
か
ら
始
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代

的
」
な
歴
史
記
述
の
概
念
し
か
扱
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
試
み

は
、
年
代
順
表
記
、
資
料
批
判
と
い
っ
た
「
近
代
的
」
と
言
わ
れ
る
方
法

を
と
り
、
音
楽
の
起
源
に
関
す
る
神
話
や
異
教
に
由
来
す
る
非
科
学
的
な

説
明
を
排
除
し
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
に
よ
っ
て
、「
近
代
的
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
純
に
排
除
さ
れ
た
方
は
、
古
代
の
神
話
や
物
語
、

聖
書
に
基
づ
く
根
拠
、
宗
教
の
教
義
な
ど
を
批
判
す
る
こ
と
な
し
に
容
認

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
音
楽
史
記
述
の
初
期
の
先
駆
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
読
め
ば
、
音
楽
の
歴
史
記
述
は
二
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
た
な

い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
だ
ろ
う
。

ヤ
ン
・
ア
シ
ュ
マ
ンJan

 A
ssm

an
n

に
よ
る
文
化
的
、
集
団
的
な
記

憶
の
研
究
や
、
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
トH

ayd
en

 W
h
ite

に
よ
る
歴
史
叙

述
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
に
関
す
る
著
作
か
ら
、
古
い
時
代
の
、
事
実
と
虚

構
、
史
実
と
神
話
の
間
の
厳
密
な
区
別
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
意
味
が

な
い
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
歴
史
記
述
は
、
過
去
そ
れ
自
体
と
は
何
の

関
わ
り
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
―
例
え
ば
―
神
学
、
宗
教
、

政
治
、
哲
学
や
集
団
に
お
い
て
の
意
味
や
意
図
に
則
っ
て
蒐
集
、
選
択
さ

れ
た
資
料
か
ら
編
み
上
げ
ら
れ
た
物
語
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か

ら
、
一
六
〇
〇
年
頃
の
歴
史
編
纂
の
概
念
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
全
て
が

古
代
の
神
話
、
伝
説
、
聖
書
や
異
教
の
伝
承
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
昔
の
試
み
は
、
音
楽
史
を
年
代
順
に
並
べ
る
目
的
の
た
め
に
長
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ら
く
排
除
さ
れ
て
き
た
が
、
同
様
な
議
論
は
他
の
人
文
学
の
分
野
で
は

考
え
ら
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的

に
言
う
と
、
テ
ィ
ン
ク
ト
ー
リ
スT

in
cto

ris

の
『
音
楽
の
創
作
と
実
践

D
e in

ven
tio

n
e et u

su
 m

u
sice

』
や
セ
ー
ト
ゥ
ス
・
カ
ル
ヴ
ィ
シ
ウ

スSeth
u
s C

alvisiu
s

の
『
音
楽
の
始
ま
り
と
発
展
に
つ
い
てD

e in
itio

 

et p
ro

gressu
 m

u
sices

』
を
、
年
代
記
述
と
史
料
批
判
が
不
完
全
で
あ

る
点
、
さ
ら
に
は
編
集
が
非
体
系
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
歴
史

学
者
が
「
前
近
代
的
」
な
文
献
で
あ
る
と
み
な
す
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た

く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
五
・
一
六
世
紀
の
音
楽
史
記
述
の
発
展
に
関
わ
る
重
要
な
要
因
を
見

出
す
に
は
、
中
世
初
期
に
お
け
る
古
代
の
歴
史
概
念
の
再
考
か
ら
始
め

る
べ
き
で
あ
る
。
キ
ケ
ロC

icero

の
『
弁
論
家
に
つ
い
てD

e o
rato

re

』

の
第
二
巻
や
ル
キ
ア
ノ
スLu

cian

の
風
刺
的
な
著
作
『
歴
史
の
著
述
法

H
o
w

 to
 w

rite h
isto

ry

』
な
ど
を
再
考
し
つ
つ
、
古
代
に
お
け
る
歴
史

の
構
想
を
解
釈
す
る
こ
と
で
、
修
辞
法
の
力
に
と
ら
わ
れ
な
い
歴
史
記
述

の
方
法
を
、
こ
の
時
代
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
再
読
は
、

歴
史
を
不
連
続
な
学
問
と
し
て
理
論
的
に
再
評
価
す
る
契
機
を
作
っ
た
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
セ
ビ
リ
ア
の
聖
イ
シ
ド
ー
ル
スIsid

o
re 

o
f Seville

は
、『
語
源
論E

tym
o
lo

giae

』
第
五
巻
「
法
と
時
間D

e 

legib
u
s et tem

p
o
rib

u
s

」
の
中
で
、「
歴
史
」
と
「
記
録
」
の
区
別
を
、

一
般
的
な
歴
史
変
遷
の
項
の
中
だ
け
に
留
め
ず
、
新
た
な
章
を
設
け
て
説

明
し
て
い
る
（1）
。
イ
シ
ド
ー
ル
ス
の
音
楽
史
の
構
想
と
、
中
世
の
音
楽
の

概
念
に
対
す
る
彼
の
影
響
力
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、
彼
は
、
古
代
と

聖
書
か
ら
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
音
楽
の
起
源
の
伝
承
を
組
み
合
わ
せ
た
初

期
の
人
物
の
ひ
と
り
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
は
、

周
知
の
通
り
、
人
物
で
言
う
な
ら
ば
二
人
の
主
要
な
「
音
楽
の
創
始
者
」、

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
と
ユ
バ
ル
に
象
徴
さ
れ
る
。『
語
源
論
』
の
中
で
は
、
聖

書
か
ら
の
伝
承
と
古
代
か
ら
の
伝
承
は
、
同
じ
重
要
さ
を
も
っ
て
記
述
さ

れ
て
い
る
。

　

モ
ー
ゼ
は
、
洪
水
以
前
カ
イ
ン
の
血
筋
を
引
い
た
ト
バ
ル
が
音
楽

芸
術
の
創
始
者
で
あ
る
と
言
う
。
他
方
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
鎚
の
音
と
、

弦
を
打
つ
行
為
に
よ
っ
て
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
が
そ
の
芸
術
の
要
素
を

発
見
し
た
と
言
う
（2）
。

こ
の
明
ら
か
な
中
立
的
姿
勢
は
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
と
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の

伝
承
に
対
す
る
偏
見
を
暗
に
意
味
す
る
と
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ッ
キ
ノ
ン

Jam
es M

cK
in

n
o
n

は
論
証
し
て
い
る
（3）
。
マ
ッ
キ
ノ
ン
に
よ
る
コ
ン
コ

ル
ダ
ン
ス
研
究
は
包
括
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
イ
シ
ド
ー
ル

ス
と
、
ま
た
そ
の
後
の
ラ
バ
ヌ
スH

rab
an

u
s

の
定
義
以
降
、
ユ
バ
ル
に

象
徴
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
音
楽
の
起
源
の
説
明
は
重
要
性
を
増
し
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
旧
約
聖
書
か
ら
「
音
楽
の
創
始
者
」
の
姿
を
選

び
出
し
強
調
す
る
こ
と
で
、
古
代
ギ
シ
リ
ア
の
神
話
に
登
場
す
る
人
物
よ

り
も
聖
書
の
登
場
人
物
を
前
面
に
押
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。
聖
書
の
中
の

ユ
バ
ル
を
再
評
価
し
た
結
果
生
じ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
の
起
源
の
結
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び
つ
き
は
、
そ
の
後
の
一
連
の
創
始
者
の
選
出
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

一
二
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
間
に
は
、
こ
の
二
つ
の
起
源
の
組
み
合
わ
せ

を
音
楽
論
の
文
脈
に
採
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
視
覚
的
な
表
現
に

移
す
試
み
な
ど
、
興
味
深
い
受
容
例
も
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
こ
に
そ
の
例
を
二
つ
挙
げ
る
。
一
四
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
ガ
フ
リ

ウ
スG

affu
riu

s

の
『
音
楽
の
理
論T

h
eo

rica m
u
sice

』
に
お
け
る
有
名

な
図
像
に
は
、
異
な
る
印
の
つ
い
た
鎚
で
金
属
の
破
片
を
叩
く
六
人
の
男

た
ち
を
見
つ
め
る
ユ
バ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
古
代
の
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の

伝
説
と
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
ユ
バ
ル
の
伝
承
の
最
初
の
融

合
が
、
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
有
名
な
例
は
、
一
五
一
七
年
に
バ
ー
ゼ
ル
で
出
版
さ
れ

た
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ラ
イ
シ
ュG

rego
r R

eisch

に
よ
る
広
く
知
ら
れ
た
百

科
事
典
『
哲
学
宝
典M

argarita P
h
ilo

so
p
h
ica

』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ユ
バ
ル
の
代
わ
り
に
彼
の
異
母
兄
弟
の
ト
バ
ル
カ
イ
ン
が
、
ピ
ュ
タ
ゴ

ラ
ス
と
並
ん
で
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
自
由
七
科
を
比
喩
的
に
説
明
す

る
項
に
刷
ら
れ
た
こ
の
木
版
画
は
、
前
面
に
幾
つ
か
の
鎚
の
重
さ
を
量
る

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
と
、
背
景
に
鍛
冶
の
炉
を
伴
っ
て
ト
バ
ル
カ
イ
ン
を
示
し

て
い
る
―
彼
は
レ
メ
ク
の
息
子
で
あ
り
、
ア
フ
リ
ー
ゲ
ム
の
ヨ
ハ
ネ
ス
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Jo
h
an

n
es o

f A
ffl

igem

や
後
の
時
代
の
デ
・
ム
リ
スd

e M
u
ris

ら
に

よ
る
音
楽
論
に
お
い
て
は
、
彼
も
ま
た
音
楽
の
発
見
者
の
ひ
と
り
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

ユ
バ
ル
を
音
楽
の
父
と
し
、
創
世
記
第
四
章
で
登
場
す
る
ト
バ
ル
カ
イ

ン
を
、
青
銅
と
鉄
か
ら
あ
ら
ゆ
る
楽
器
を
作
り
出
す
鍛
冶
屋
と
す
る
表
現

は
、
当
然
な
が
ら
、
さ
ら
に
古
い
図
像
に
お
い
て
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
そ
の
タ
イ
プ
の
音
楽
の
起
源
は
、
純
粋
に
聖
書
に
基
づ
く
も
の
な

の
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
、
金
属
鍛
造
に
よ
る
類
似
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
存

在
す
る
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
伝
承
に
お
い
て

は
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
は
何
も
関
係
し
な
い
。

図
像
に
お
け
る
ト
バ
ル
と
ユ
バ
ル
の
融
合
に
つ
い
て
の
、
も
う
ひ
と
つ

の
可
能
な
解
釈
は
、
古
の
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
伝
説
―
鍛
冶
場
を
通
り
か

か
り
、
異
な
る
重
さ
の
鎚
で
打
つ
音
を
聴
い
て
音
程
の
仕
組
み
を
発
見
し

た
と
い
う
伝
説
―
を
不
採
用
と
し
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
い
う

事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
図
像
表
現
に
お
い
て
の
ト
バ
ル
と
ユ
バ
ル
の

関
係
は
、
聖
書
で
は
な
く
む
し
ろ
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
伝
承
を
基
礎
に
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
創
世
記
の
第
四
章
に
お
い
て
は
、
彼
ら
を
音
楽
の
創
始

者
と
み
な
す
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の

図
像
表
現
は
、
歴
史
記
述
と
、
後
の
音
楽
理
論
の
あ
る
種
の
デ
ィ
ス
ク
ー

ル
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
伝
統
に
背
を
向
け
て
、
ト
バ
ル
と
ユ
バ
ル
を
最
初

に
組
み
合
わ
せ
た
人
物
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
学
者
で
歴
史
学
者
の
ペ
ト

ル
ス
・
コ
メ
ス
ト
ルP

etru
s C

o
m

esto
r

で
あ
っ
た
。
一
一
七
〇
年
頃
の

彼
の
著
作
、『
ス
コ
ラ
神
学
の
歴
史H

isto
ria Sch

o
lastica

』
で
は
、
ピ

ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
役
を
ユ
バ
ル
に
演
じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の

話
を
ト
バ
ル
と
ユ
バ
ル
の
物
語
に
組
み
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
言
葉
を
替
え
て
言
え
ば
、
音
楽
の
創
始
に
関
し
て
の
ギ
リ
シ
ア
人
の

主
張
を
、
コ
メ
ス
ト
ル
は
茶
化
し
た
の
で
あ
る
。『
ス
コ
ラ
神
学
の
歴
史
』

に
挿
入
さ
れ
た
図
像
は
―
表
面
的
に
は
―
聖
書
が
創
造
し
た
世
界
に

倣
っ
て
い
る
も
の
の
、
コ
メ
ス
ト
ル
の
歴
史
で
説
明
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
金
属
鍛
造
の
概
念
の
隠
れ
た
引
用
も
内
包
し
て
い
る
。

ト
バ
ル
カ
イ
ン
が
打
つ
鎚
の
音
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
ユ
バ
ル
が
ソ
ル
タ

リ
ー
（
プ
サ
ル
テ
リ
ウ
ム
）
を
奏
で
、
音
符
を
書
き
留
め
る
こ
と
で
音
楽

を
見
つ
け
出
し
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
ガ
フ
リ
ウ
ス
と
ラ
イ
シ
ュ
の
例
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、
聖
書
と
神
話
を
基
に
し
た
二
つ
の
音
楽
の
起
源
が
直
接
並
べ

ら
れ
た
事
例
が
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
う

し
た
融
合
さ
れ
た
図
像
表
現
は
、
む
し
ろ
一
五
世
紀
末
の
産
物
な
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
文
章
の
形
で
の
融
合
は
も
っ
と
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

二
つ
の
起
源
の
結
合
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
理
論
家
が
、
ユ
バ
ル
を
楽
器

の
発
明
者
で
音
楽
の
父
と
し
て
、
ま
た
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
を
音
楽
理
論
の
発

明
者
と
し
て
区
別
し
始
め
た
の
を
契
機
に
し
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
こ

れ
は
面
白
い
現
象
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ユ
バ
ル
に
よ
る
楽
器
の
創
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始
を
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
に
よ
る
音
楽
理
論
の
創
始
を

も
う
ひ
と
つ
の
流
れ
と
す
る
二
人
の
創
始
者
を
図
像
が
組
み
合
わ
せ
、
そ

れ
ら
を
（
し
ば
し
ば
年
代
順
に
）
区
別
し
始
め
る
こ
と
が
、
当
時
の
理
論

家
た
ち
の
著
述
に
先
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
シ
ド
ー
ル
ス
の
著
作
に
は
こ
う
し
た
区
別
は
認
め
ら
れ
な
い
―

そ
れ
は
、
一
四
七
五
年
頃
の
『
音
楽
数
比
論P

ro
p
o
rtio

n
ale m

u
sices

』

に
お
い
て
こ
の
差
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
し
た
テ
ィ
ン
ク
ト
ー
リ
ス

T
in

cto
ris

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
の
時
代
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
。

　

オ
ル
ガ
ン
と
キ
タ
ラ
に
合
わ
せ
て
歌
う
者
の
始
祖
で
あ
る
と
、
モ

ー
ゼ
が
大
変
尊
敬
し
創
世
記
に
お
い
て
賞
賛
し
た
最
初
の
音
楽
家
ユ

バ
ル
の
時
代
か
ら
﹇
…
﹈
ダ
ヴ
ィ
テ
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
、
ピ
ュ
タ

ゴ
ラ
ス
﹇
…
﹈、
ア
ン
ピ
オ
ン
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、﹇
…
﹈
テ
ィ
モ
テ

ウ
ス
な
ど
多
く
の
人
物
は
、
音
楽
を
操
る
術
に
対
し
て
多
大
な
努
力

を
注
ぎ
込
ん
だ
結
果
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
力
と
無
限
の
素
材
を
彼
ら
の

思
考
の
中
で
ほ
ぼ
完
全
に
理
解
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
の
多
く
は
、
そ

の
う
ち
の
数
人
、
と
り
わ
け
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
音
楽
の
起
源
さ
え

も
見
出
し
た
の
だ
と
主
張
す
る
（4）
。

古
代
の
神
話
と
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
承
が
融
合
さ
れ
た
他
の

タ
イ
プ
―
具
体
的
に
は
、
ハ
ー
プ
を
演
奏
す
る
ダ
ヴ
ィ
テ
王
な
ど
―

は
、
さ
ら
に
古
い
時
代
の
も
の
で
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
言
い
伝
え
に
由
来
す
る
。

し
か
し
こ
れ
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。

こ
う
し
て
図
像
表
現
を
い
く
つ
か
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
楽
の

起
源
を
説
明
す
る
初
期
の
試
み
に
し
ば
し
ば
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
画
一

性
が
、
実
際
に
は
、
音
楽
の
創
始
者
選
出
の
複
雑
な
構
造
を
反
映
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
音
楽
発
展
の
起
源
に
関
し
て
、
か

つ
て
は
、
神
話
と
聖
書
の
型
ど
お
り
の
登
場
人
物
た
ち
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
一
貫
し
て
組
み
合
わ
せ
組
織
す
る
方

法
は
、
音
楽
史
を
構
築
す
る
一
定
の
信
条
を
映
し
出
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
初
期
の
音
楽
史
記
述
の
発
想
を
、
軽
率
に
、
単
純
で
同
一
な

も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
し
ま
う
の
は
恐
ら
く
間
違
い
で
あ
る
。
も
し
歴

史
的
構
想
が
音
楽
理
論
の
自
己
完
結
的
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
複

雑
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
古
代
か
ら
中
世
、
近
代
初
期

ま
で
の
音
楽
史
の
体
系
化
は
、
古
臭
い
逸
話
の
寄
せ
集
め
以
上
の
何
物
で

も
な
い
と
い
う
、
バ
ー
ニ
ー
や
、
さ
ら
に
は
後
代
の
ゲ
オ
ル
グ
・
ク
ネ
ー

プ
ラ
ー
と
同
様
の
結
論
に
い
た
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
の
図
像
表
現
に
対
す
る
試
み
は
、
一
六
〇
〇
年
以
前
の
音

楽
史
記
述
に
関
す
る
、
わ
ず
か
な
視
覚
的
印
象
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
信
仰
や
神
学
に
左
右
さ
れ
る
音
楽
史
の
概
念
は
、
例
え
ば
献
辞
、
賛

辞
、
教
本
、
一
般
的
な
百
科
事
典
の
中
の
音
楽
の
項
目
と
い
っ
た
全
く
異

な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
は
る
か
に
複
雑
に
な
っ
て
い
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る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
一
例
を
挙
げ
て
、
音
楽
史
の
内

容
に
一
貫
し
た
概
念
を
組
み
立
て
る
事
を
目
的
と
し
た
、
音
楽
の
創
始
者

の
取
捨
選
択
、
脚
色
、
配
役
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
者
、
ポ
リ
ド
ル
ス
・
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

P
o
lyd

o
ru

s V
ergiliu

s

が
一
四
九
九
年
に
出
版
し
た
、
近
代
で
最
も

重
要
な
参
考
図
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
百
科
事
典
『
発
見
と
発
明D

e 

in
ven

to
rib

u
s reru

m
』
に
お
い
て
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
ピ
ュ
タ
ゴ

ラ
ス
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
理
論
的
で
思
索
的
な
も
の
と
は
対
照
的
な
、

実
際
的
で
現
実
味
の
あ
る
音
楽
の
理
解
へ
の
重
視
が
認
め
ら
れ
る
。
思
索

的
な
理
論
家
と
し
て
で
は
な
く
「
音
楽
を
見
つ
け
た
人
物
」
と
し
て
説
明

さ
れ
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
と
リ
ノ
ス
を
主
人
公
と
す
る
表
現
方
法
を
選
ん
だ

結
果
、「
音
楽
の
創
始
者
」
と
し
て
の
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
を
完
全
に
排
除
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
伝
統
的
な
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
ト
ポ
ス
を
避
け
、
音
楽

の
創
始
と
発
展
に
お
い
て
、
実
践
的
な
個
々
の
楽
器
を
人
工
的
に
作
り
出

し
た
と
い
う
功
績
を
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
は
評
価
し
た
の
で
あ
る
―
最

終
的
に
創
始
者
と
し
て
の
栄
誉
は
、（
年
代
的
に
）
最
初
の
音
楽
家
で
あ

っ
た
ユ
バ
ル
が
手
に
し
た
。
そ
の
う
え
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
選
択
は
、
そ

れ
ま
で
に
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
の
異
教
の
言
い
伝
え
で
は

な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
解
釈
に
主
眼
を
置
い
た
と
い
う
事
を

映
し
出
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
は
次
の
様
に
記
し
た
。

　
﹇
…
﹈
ヨ
セ
フ
ス
曰
く
、
レ
メ
ク
の
息
子
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
ト

バ
ル
は
、
彼
ら
﹇
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
リ
ノ
ス
、
ア
ン
ピ
オ
ン
な
ど
﹈

よ
り
も
何
世
代
も
前
に
、
ソ
ル
タ
リ
ー
と
リ
ュ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
よ

く
歌
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
誰
が
そ
れ
を
初
め
て
手
に
入
れ

た
の
か
、
ま
た
、
い
つ
見
つ
け
た
の
か
は
、
い
ま
だ
分
か
っ
て
い
な

い
。﹇
…
﹈
テ
ィ
マ
リ
ア
ス
は
歌
を
伴
わ
ず
に
、
ハ
ー
プ
ま
た
は
リ

ュ
ー
ト
を
最
初
に
演
奏
し
、
ア
ン
ピ
オ
ン
は
リ
ュ
ー
ト
に
合
わ
せ
て

初
め
て
歌
っ
た
。
し
か
し
ハ
ー
プ
は
ト
バ
ル
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
に

発
見
さ
れ
て
い
た
﹇
…
﹈（5）
。

こ
の
一
例
は
、
音
楽
の
起
源
を
広
い
音
楽
発
展
の
歴
史
へ
と
押
し
広

げ
、
さ
ら
に
、
実
際
に
は
解
明
で
き
な
い
そ
の
起
源
を
理
解
し
よ
う
と
し

た
一
五
・
一
六
世
紀
の
多
く
の
同
様
な
試
み
の
中
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
音
楽
史
記
述
の
始
ま
り
は
、
先
駆
者
の
試
み
を
「
役
に
立
た
な
い
専

門
用
語
」
と
呼
ん
だ
バ
ー
ニ
ー
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ら
の
時
代
、
一
八
世
紀
後

半
よ
り
も
、
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
い
わ
ゆ

る
「
近
代
的
な
」
歴
史
記
述
の
方
法
が
全
く
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
初

期
の
試
み
か
ら
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
取
捨
選
択
と

脚
色
に
よ
っ
て
複
雑
な
音
楽
史
を
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
い
う
強
い
意
志
は
、

二
五
〇
年
よ
り
も
は
る
か
に
長
い
歴
史
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
ろ
そ

ろ
広
く
認
知
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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